【会議日程】
第1日目　9月21日（木）　会場：同志社大学、寒梅館地Ａ会議室
9:30-　　　　受付開始
10:00-10:10　開会式
　　 開会の辞：宮島一彦・副委員長（同志社大学教授）
10:10-11:30　セッション1（司会：橋本敬造・関西大学教授）
　　「日本に現存する朝鮮半島由来の鍼灸資料について」
　　　　　　　 　　　　　　　長野　仁（森ノ宮医療学園はりきゅうミュージアム研究員）
　　「韓国における原子力技術の大衆的イメージ　1945-1980年代」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 金性俊・ソウル大大学校博士課程修了
　　「19世紀軍事テクノロジーから見た日本と朝鮮の近代化」
　　　　　　　　　金成根・日本学術振興会外国人特別研究員（東京大学・科学史科学哲学）
11:30-12:00  特別講演1
   「韓日科学史交流の回顧と展望
                        　　　宋相庸・韓国科学技術翰林院 韓国科学技術史編纂委員長
12:00-13:30　昼食
13:30-14:50　セッション2（司会：酒井シヅ・順天堂大学名誉教授）
　　「本草文物を通して観た日本と朝鮮」      　　森村謙一・人文科学研究所非常勤講師
　　「植民地時代の遺産と新たなる世界体制
　　　　　　　　 ― 韓国における稻の新品種の開発　1945-1980年代 ― 」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　金兌豪・ソウル大学校博士課程修了
　　「星製薬株式会社と朝鮮」　      三澤美和・星薬科大学教授、千葉義彦・同大学講師
14:50-15:10　休憩
15:10-16:00　セッション3（司会：石田秀實・九州国際大学教授）
　　「植民地期漢医学政策の再考　― 漢医薬研究史の視点から ― 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      愼蒼健・東京理科大学講師
　　「18世紀　朝鮮社会の医療化　― 贈物経済から商品経済へ ― 」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     申東源・韓国科学技術院助教授
16:00-16:20　休憩
16:20-17:00 特別講演2「洪大容『劉鮑問答』を読む」　    山田慶兒・京都大学名誉教授

17:20-20:00　藪内清博士生誕百年記念パーティ
17:20-17:50
　　記念講演　「藪内清博士と韓国科学史研究」　        全相運・誠信女子大学校元総長
18:00-20:00　懇親会（於寒梅館７階レストラン）
　　祝辞　伊東俊太郎・東京大学名誉教授（日本科学史学会会長）
【회의 일정】
제 1일 9월 21일(목) 
회장: 도시샤(同志社)대학, 칸바이칸 (寒梅館) 지하 1층 地Ａ회의실
9:30-　　　 접수시작
10:00-10:10　개회식
　　 개회사： 미야지마 카즈히코 (宮島一彦),부위원장, (도시샤대학 교수)
10:10-11:30　세션１（사회: 하시모토 케이조 (橋本敬造), 칸사이대학 교수）
　　「일본에 현존하는 한반도 유래의 침구자료에 대해」
　　　　　　      나가노 히토시 (長野　仁), 모리노미야 의료학원 침구박물관 연구원
　　「한국 원자력 기술의 대중적 이미지, 1945-1980」
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　              김성준,서울대학교 박사과정 수료
　　「19세기 군사기술로부터 본 조선과 일본의 근대화」
　　　　　  　김성근, 일본학술진흥회 외국인특별연구원（토쿄대학, 과학사 과학철학）

11:30-12:00  특별강연1 
「한일과학사 교류의 회고와 전망」


송상용, 한국과학기술 한림원
　　　　　　　　　　　　　　　　　　


한국과학기술사편찬위원장
12:00-13:30　점심
13:30-14:50　세션 2（사회：사카이 시즈 (酒井シヅ), 쥰텐도대학 명예교수）
　　「본초 문물을 통해 본 일본과 조선」
모리무라 켄이찌(森村謙一), 인문과학연구소 강사
「식민지 유산과 새로운 세계 체제: 한국의 벼 신품종 개발, 1945-1980」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

   김태호, 서울대학교 박사과정 수료
「호시(星)제약주식회사와 조선」미사와 요시카즈 (三澤美和), 호시약학대학 교수, 
　　　　　　　　　　　　　　         치바 요시히코 (千葉義彦), 동대학 강사
14:50-15:10　휴식
15:10-16:00　세션 3（사회: 이시다 히데미 (石田秀實), 큐슈국제대학 교수）
　　「식민지 시대 한의약 정책에 대한 재고」
   신창건, 토쿄이과대학 강사
　　「18세기 조선후기 사회의 의료화」
       신동원, 한국과학기술원 조교수
16:00-16:20　휴식
16:20-17:00  특별강연 2「홍대용의『유포문답劉鮑問答』을 읽고」
　　　　　　　　　　　　　

야마다 케이지 (山田慶兒), 쿄토대학 명예교수

17:20-20:00　야부우찌 키요시 (藪內淸) 박사 탄생 백주년 기념 파티
17:20-17:50  기념강연　「야부우찌 키요시 박사와 한국과학사 연구」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　전상운, 성신여자대학교 전총장
18:00-20:00　회식（칸바이칸(寒梅館) ７층 레스토랑 Second House will）
　　축사       이토 슌타로 (伊東俊太郞), 토쿄대학 명예교수（일본과학사학회 회장）
第2日目　9月22日（金）　会場：京都産業大学、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神山ホール、第2セミナー室
9:30-　　 　　 受付開始
10:00-10:10　開会の辞：矢野道雄・大会副委員長（京都産業大学教授）
10:10-12:00　セッション4（司会：小林龍彦・前橋工科大学教授）
　　「朝鮮後期における西欧科学の導入と伝統的宇宙論の合理化
　　　　　　　 　　― 星湖 李瀷(1681-1763)の事例 ― 」　林宗台・ソウル大学校助教授
　　「18世紀朝鮮と日本の宇宙論　― 洪大容と志筑忠雄― 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　任正爀・朝鮮大学校助教授
　　「朝鮮朝末期の数学」　　　　　　      　　　        川原秀城・東京大学教授
　　「朝鮮後期における＇西洋科学＇の登場と＇伝統科学＇の誕生」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         文重亮・ソウル大学校助教授　　
12:00-13:30　昼食
13:30-15:50　シンポジウム「日韓科学文化の交流と比較」
　　　　　　　　　　　　（総合司会：吉田忠・東北大学名誉教授）
　　開会挨拶　「東アジアの調和型文明を目指して」
　　　　　　　　　　　　有馬朗人・東京大学名誉教授（現未来工学研究所顧問）
　　基調講演　「私の日韓科学史交流の歴史と将来への期待」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         中山茂・神奈川大学名誉教授
　　研究発表
　　 「科学技術から見た文禄慶長の役」　                  李成奎 ・仁荷大学校教授
　　 「西学受容と近世の科学知識」　　　                　武田時昌・京都大学教授
　　 「東アジア科学史における近世日本の諸問題」　　　　　金永植・ソウル大学校教授
　　 ※ 総合コメント：橋本毅彦・東京大学教授
　　　　
15:50-16:00　休憩
16:00-16:30　特別講演2「忘れ去られた植民地時代の韓日の科学者たち」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　 朴星來・韓国外国語大学校教授
16:30-17:00　閉会式
　　総評：「日韓科学史における研究交流と人材育成」　
　　　　　　　　　　　　　　　　        　　坂出祥伸・大会委員長（関西大学名誉教授）

제2일　9월22일（금）　

회장：쿄토산업대학, 코야마 (神山) 홀 제２세미나실
9:30- 　 　 접수 시작
10:00-10:10　개회사：야노 미찌오(矢野道雄), 대회 부위원장, (쿄토산업대학 교수)
10:10-12:00　세션４ (사회: 코바야시 타츠히코(小林龍彦), 마에바시공과대학 교수）
　　「조선후기 서구과학의 도입과 전통적 우주론의 합리화:
　　　　　　　　　　
 성호 이익(1681-1763)의 사례」　임종태, 서울대학교 조교수
　　「18세기 조선과 일본의 우주론: 홍대용과 시즈키 타다오 (志筑忠雄)」
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 

    임정혁, 쵸센대학교 조교수
　　「조선 말기의 수학」                카와하라 히데키 (川原秀城), 토쿄대학 교수
　　「조선후기 ‘서양 과학’의 등장과 ‘전통 과학’의 탄생」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　 문중양, 서울대학교 조교수
12:00-13:30　점심
13:30-15:50　심포지엄「한일 과학문화의 교류와 비교」
　　　　　　　（종합사회：요시다 타다시 (吉田忠), 토호쿠대학 명예교수）
　　개회 인사　「동아시아의 조화형 문명을 향하여」
아리마 아키토 (有馬朗人), 토쿄대학 명예교수（현 미래공학연구소 고문）
　　기조강연　「나의 한일 과학사 교류의 역사와 미래에 대한 기대」
　　　　　　　　　　　            나카야마 시게루 (中山茂), 카나가와대학 명예교수
　　연구발표
　　「과학기술로부터 본 임진･정유 왜란」 　　             이성규, 인하대학교 교수
　　「서학의 수용과 근세의 과학지식」   타케다 토키마사 (武田時昌), 쿄토대학 교수
　　「동아시아 과학사에 있어서 근세 일본의 제문제」       김영식, 서울대학교 교수

　　　※ 종합 코멘트：하시모토 타케히코 (橋本毅彦), 토쿄대학 교수
　　　　 
15:50-16:00　휴식
16:00-16:30　특별강연3「잊혀진 식민지 시대의 한일 과학자들」 
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

       박성래, 한국외국어대학교 교수
16:30-17:00　폐회식
　　총평：「한일 과학사 연구 교류와 인재 육성」
　　　　　　　　　　　　 

   사카데 요시노부 (坂出祥伸), 대회 위원장,

 (칸사이대학 명예교수）

第3日目　9月23日（土）
9:30-17:00　 見学（MIHO MUSEUM）及び現地での研究集会
9:30　　　   JR京都駅八条口集合
10:30　　　  MIHO MUSEUM到着・見学
12:00-13:00　昼食
13:00-15:30　研究集会（総合司会：矢野道雄・京都産業大学教授）
　　研究発表
　　「東アジアのアストロラーブ」　　　　　　　　　　　　　宮島一彦・同志社大学教授
　　「カンボジア遺跡からみたアジア青銅器文明圏」
　　　　　 セルゲイ・ラプチェフ・国際日本文化センター研究員（Miho美術館研究員）
　　「日本における統合医療の現状」　　　　　　　　東郷俊宏・鈴鹿医療科学大学助教授

제3일　9월23일（토）

9:30-17:00　　견학（MIHO MUSEUM）및 현지 연구모임
9:30　　　　　JR쿄토역 (京都驛) 하찌조구찌 (八條口) 집합
10:30 　　　　MIHO 뮤지엄 도착,견학
12:00-13:00　 점심
13:00-15:30　 연구 모임
　　　　　　　（종합사회：야노 미찌오 (矢野道雄), 쿄토산업대학 교수）
　　연구 발표
　　「동아시아의 천체관측기」
　　　　　　　　 

 미야지마 카즈히코 (宮島一彦), 도시샤대학 교수
　　「캄보디아 유적을 통해 본 청동기 문명권」
　　　　　 　　　

 세르게이 라프체프 (Sergey LAPTEV) ,
　　　　　　　　　　

 국제 일본문화 센터 연구원（Miho미술관 연구원）
　　「일본의 통합의료 현황」
　　　　　　


 토고 토시히로(東鄕俊宏), 스즈카의료과학대학 조교수 

